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２月生まれの子ども（令和２年１月現在）
男の子 女の子 計

１　歳 6 人 9 人
２　歳 7 人 16 人
３　歳 8 人

3 人
9 人

11 人 19 人

我が家の我が家の

アイドル
工 藤 帆 夏ちゃん
2歳　(下牛潟町)

く どう なはん

七 戸 智 捷くん
2歳　(森田町床舞)

佐々木 悠介くん
2歳　(稲垣町豊川)

ささ き ゆうすけ

七 戸 一 樺ちゃん
しち のへ いち しち のへ ち は やか

田 中 悠 慎くん
1歳　(柏桑野木田)

た なか ゆう しん

対　　象　令和2年4月に1、2、３歳の
　　　　　誕生日を迎える市内在住の子
掲載内容　子どもの写真、氏名（ふりがな）、年齢、住所（地区のみ）
応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子どもの写真１枚に①子どもの氏
名（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者氏名⑥電話番号を記入したもの
を添えてください。※写真データの持ち込みは取り扱いできません。

メールの場合：件名に「我が家のアイドル」と記入し、本文に上記①～⑥を記入の
上、写真のデータを添付して送信してください。応募締切は今月の末日。応募者
多数の場合は抽選とします。

【応募・問い合わせ先】〒038-3192 つがる市秘書広報課
電　話42-2111（内線557）　メール koho@city.tsugaru.aomori.jp

4月生まれ写真募集中

　森田町の「お菓子の工藤」が、市産のタカミメロンを生かした新商品「メロン
のシュークリームキューブ」を完成させました。
　県の「トップブランド商品創出事業」により、首都圏マーケットに精通したコ
ンサルティング企業のアドバイスを受けて開発した県内初の商品。1月15日
から「お菓子の工藤」で販売（税込み460円）しています。
　四角いシュー生地の中にカスタードクリーム、メロンシャーベット、メロン果
肉、生クリームを4層に重ね、その上に角切りメロンをトッピング。宝箱からメ
ロンがあふれ出るイメージを表現しています。特にシャーベットは、市産タカミ
と砂糖のみを使用し、メロン本来の色と味を引き出した逸品。パティシエの工
藤拓也さんは「シュー生地の中でシャーベットが生きるよう試行錯誤した自信
作。ぜひ食べてみてください」話していました。
　メロンのシュークリームキューブは、市のアンテナショップ「果房メロンとロ
マン」（東京・神楽坂）でも冬メニューの一つとして提供しています。

「メロンのシュークリームキューブ」 誕生！
つがる市と神楽坂で味わえるメロンスイーツ

中は4層構造 工藤パティシエ

1月22日来店者1万人に到達!!
アンテナショップ「果房メロンとロマン」

　1月23日、1万人到達を記念して、先着100人に
「ふじりんご」「リンゴジュース」「メロン最中」のセット
をプレゼント

　果房メロンとロマンは、日本初のメロン専門工房
として昨年7月7日、新宿区神楽坂にオープン。市
産メロンをはじめ、全国のメロンを使ったオリジナ
ルメニューが大好評で、現在も休日のカフェスペー
スは満席に近い状態が続いています。
　また、テレビや雑誌などメディアでも数多く取り
上げられており、これまでの露出を広告費に換算す
ると約3億3千万円の成果を上げました。
　今後もつがる市を全国に発信して行きます。


